
摩耶愛鳥圏での諸調査

宮 本 J忠 之

抵の勤務校である兵庫県立神戸高等学校で摩耶愛鳥園| なお、愛鳥園設立のきっかけを作られ、色々な無理を
なるものが作られたのは1955年 4月である。愛鳥園とい| こころよくお聞きとどけ下さった高山校長は勿論のこ
う名は高山校長の発案で、巣箱を作りその陛話をするこ| と、つねに何かと御援助を賜っている 嵩竜純、小林桂
とにより生物教育の実をあげるということと情操教育が| 助、信間貞、藤井勇、山本吉之助の諸氏、および神戸営
そのねらいであった。その目的に関する限り効果があっ| 林署にたいし紙面を借りて篤く御礼を申し上げる次第で
たと確信しているが、なおその間における現在までの諸| ある。
調査の結果を一応まとめてここに報告したい。

摩
耶

1. 愛鳥菌の概況 第 1 図
愛鳥園の規模は第 1図の如く摩耶山国有林及びその隣接の神戸市有地の内A 、B 、C 、D 、E の 5地区に亘る
広がりである。
作業は各年の生物履修組の中から 1 - 2組を選び、授業中及び放課後に亘って行わしめた。巣箱架設数は第 1
表の如く神戸営林署所有のものを含めて363箇である o その内203箇 ( A地区の大部分、 B 地区、 C 地区の中にあ
るもの) は第 2 図のような普通型のものであり、残り 160箱は比較試験用巣箱である。比較試験用巣箱とは①~
@ のようなものである。

第 1表 巣箱新設及び残存状況 ( 新設計 363箇)

ぷ瓦塁竺空 1955 1956 1957 1958 1959 

1955 4月 A  113 (4月) 58 ( 7月) 52 (7月) 28 (7月〉 19 (10-11月〉

49( 4月)40( 7月〕 26 (7月) 12 (7月) 16 (10-11月)

1956 …叶 23 ( 叩 27 (7月〉 15 (10-11月)

1956 10-11月 D 57 (11月 149 (7月〉 42 (7月〉 32 (10-11月〕

1956 10-11月 I E 40 (11月) I  35 (7月) I  15 (7月) I  19 (10-11月〉
1957 10月 I A 32 (10月) I  17 (7月〉
19犯 1明 IA
残存数計 王子-1 230 卜片一ゴl 7 i云217子17子汁7 γ-一一一一一
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①、巣箱の穴から底までの高さを変えたもの- T -D 地区 ( 6、7 、8 、9 、10、11、20、25cm)
@ 、巣箱の穴の直径を変えたもの。ー叩地区( 1 . 5、2 、2.5、3、4、 5、 6、 7、8 、9 、10cm)
①、巣箱をペシキで着色したもの。一→E : 地区及びA 地区の一部( 赤、澄、黄、緑、育、藍、紫、茶、白、黒、朱、

濃茶、濃藍〉
①、第3 図の如く巣箱前板上部を取ってしまい穴のかわりとしたもの。一→A 地区のー認
①、第 4図の如く巣穴を正方形としたもの。- T -A 地区の一部( 一辺久 4、 5、 6、 7 c m )

第 2図 第 3 図 第 4図

2. 巣箱の利用状況
現在までに巣箱を利用して営巣した鳥類はγ
ジユヲカラ、ヤマガラであり、ヤマガラと確認
されたものは 1巣のみであとは大半がジジユワ
カラでνジユワカラかヤマガラか不明なものも
ある。各地区の巣箱利用状況は第 2表の如くで
あった。 RPち年度別でいうならば最初の年と 3
年目が非常に悪く 2 、4 、5年度は2 5 %前後で
あり、地区別でいうならばC 地区がとりわけ悪
い。さらに 2 、3 、4 、5 年度の営巣絶対数が

第 2表各地の巣箱 5 fIJ 用状況

盃当杢J A司区 IB地区 I
1955年 I 8/113 I  8/113 I  7.1% 

一一一126瓦「円五「|τ示fi---i i1i万F i一五三長
1957 _1 4/21 0123 竺_ 11-=空三J _ _  1竺空-i
1958 町 47 I  3/11 3/26 I  5/42 9/14 I  371ω 2 6.4μi 
1959 I  15/51 I  2/16 I  1/15 I  11/31 I  5/19 I  34/132 25.8% 

地区別計 1  80/325 1  12/88 6199 1  23/124 1  16/65 1  137/701. i  -;--r-u.6;% 1- 13.6% 片 1 7 1 1 8 . 5 ; % 1五五戸「- 1 1 J l
30箱前後で年により累進的に増さないということはこの地区で巣立ちした鳥が外へ出て行くということも考えられ
るので本年度は巣立ち雛の脚にアルミ製の学校名とナシパ一入りの脚輸をはめた。今までの実績から考えてこのよ
うな個体の発見は殆んどといってよいくらいに無いので大して期待はしていないが、一応此後も継続してやって行
きたいと思っている。
さらに最初の年を除いた過去4 年間の同一巣箱に対する利用状況を見ると第3 表の如くである。

第 3表 巣箱と営巣回数との関係

百Tlll引引711出 |  
D 地区 ( 3年間〉 。 1  3  11 16 比較試験用巣箱( 穴〉

したがって非常に条件のよい巣箱があってそれは毎年営巣するということは余りなしやはり o回が一番多く回
数が多くなる程箇数が少なくなっている。ところが色についての比較試験用巣箱のみは O 回と2回が多く 1回が少な
くなっている。つぎに巣箱架設の場合よく問題にされる方向と利用状況との関係を調べると第 4 表の如くであった。
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第 4表 巣箱の方向と利用状況との関係

よて向
東 東 南東 南南 南

南南西 西南 西 西 西 西北 北北西
::!t ::!t ::!t 

東東北南 南西 ::!t 東::!t 東 計
東 東 西

1956 2/6 0/5 2/4 2/5 2/5 2/4 2/3 。/1。/1 3/4 。/0。/1 0/6 3/4 4/6 1/3 23/58 A  
1957 。/17。/8 4/6 。/9 1/12 0/10 2/6 1/3 。/3 2/6 。/2 1/18 2/9 2/9 2/7 18/126 A . D . E  
1958 1/13 2/5 1/8 3/9 2/7 。/2 0/2 0/2 1/2 。/1。/1 2/9 1/5 2/4 4/6 21/82 A . D . E  ト一一一一一 議院記1959 2/1013/5 。/3 1/6 13/6 13/3 0/4 4/1011/4 。/2 12/3 1  21/64 A .D.E 

一 一一計 5/4615/24 8/18 4/2811298/3%2i|27/92% 4  
4/15 7/4317/22 

%  11%戸1 %4 4 %  14% 2 7 %  16%132% 3 8 %  

利用されてない方向は西向きだけであるが、西南西のものも大体普通程度は利用されているし西北西も非常によ
く利用されているところを見ると西向きが特に悪い方向とは考えられない。
次に巣穴と利用率との関係であるが、 A 地区の内比絞試験用巣箱を除いた分についての1956-1959年の合計は第
5表の如くである。

マE U E ?宮ご己 [ 2 . 5 1 _ 3 _ 1 _ 4 _ 1  一一一一一一一一一一設置数 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3 1 3  
一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一

1  9  5  8  1  0/2 1  0/3 1  0/3 1  1/2 1  0/1 1  0/3 1  1/3 1  0/1 1  0/2 1  0/3 I  0/2 
一一一一一一一一一一一

1  9  5  9  1  0/1 1  1/2 1  2/2 1  0/2 1  1/1 1  0/2 1  1/2 1  0/1 1  0/1 1  0/2 1  0/1 
一一一一一一向- b E「一一一計 0/5 1  1/8 1  2/8 1  4/7 1  2/4 1  0/8 1  3/8 1  0/3 1  0/6 1  0/8 1  0/5 

巣箱の地上からの高さと利用率との関係は平担な地面に立っている樹と勾配の急な場所にある樹とでは同じ地面
からの高さでも条件が違うことになるが最も低いものでは50cmから高いものでは10mにも及ぶ。 (10m以上の巣
箱はない〉
つぎに巣穴を円形に切らず、第 4図の如く正方形にしたものの成績は第 7 表の如くであった。

第 7表 正方形の巣穴による比較試験用の巣箱成績 ( A地区〉

年¥¥度¥ 1 ~辺~Cm~  3  4  5  6  7  計 ，ゐ

設置数 3  4  

1  9 5 8  。/1 3/4 1/3 1/3 5/11 
一←一一一一1  9 5 9  。/0 1/1 1/3 1/2 。/0 3/6 

計 。/0 1/2 4/7 2/5 1/3 8/17 
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また特に巣穴といったようなものはあけず第 3 図の如く前板上部をとってしまったものの成績は第 8 表の如くで
ある。

第 8 表 巣箱前板上部抜による比較試験用巣箱の成績 ( A地区)

竺l ¥度¥ 抜¥rt¥1c~m  2  2.5 3  4  計 号も

設置数 1  6  3  1  

1  9 5 8  。11 1/4 0/1 2/7 

1  9  5  9  0/1 。12 。/1
計 0/2 2/2 。/2 3/12 25%. 

巣箱の底から穴までの距りも巣箱を作る場合に問題とされる点であるがA 地区における比較試験用巣箱を除く普
通型のものでの営巣状況は第 9表の如くである。

第 9 表 巣穴から底までの距りと利用率との関係 ( A地区における普通型の巣箱)

った。

第10表 巣穴ー底の関係についての比較試験用巣箱の結果

l  I 1 l 1 1 1  

I T t 瓦l川司 vi7i1i-1-
この巣穴ー底の比較試験用巣箱については始め 2年間のA 地区における統計から大体 7 c m あたりが限界という

見当をつけて 6 c m以上の比筏試淡用巣箱をつくったのであるが、 6 c m のものにも営巣してしまったので短い限
界は不明となったが、これは今後の問題点である。
最後に日地区のペシキ着色巣箱、 EPち色についての比較試験用巣箱での成績は第11表の如くであった。

第11表 色付比較試験用巣箱の結果( ペシキ着色)

主ワ(片子己(「同問子七ザl庁7司r可[「刑lげ「7引[引了?γ¥¥二一一一! トhff「:「ff千一*¥1一:〓j一
[(i主北fl:i l  ul u  l  u-J11:-l  :  ;  :  l  if 「j 3  

計 12/8 1  0/3 1  4/14 1  5/11 1  7/12 1  0/3 1  0/4 1  0/11 1  0/2 1  3/11 I  0/3 1  0/1 11/3 

I  0  1 27%  I  0  I  0  1竺竺
以上色付比較試験用巣箱において営巣した色は赤、黄、緑、育、黒、渡藍である。この色付比較試験用巣箱に
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の色というものがあるいはあるのかもしれない。現在まで分母がまだ少なく、この数字がそのまま信頼出来る数
とは云えないが、赤はジジェワカラが好んで住む赤松の幹の色、また黄、緑、青、黒、濃藍はi/V' ュクカラの体
色の一部の色と考えられないだろうか。

3. 考察
自然の環境の中ではファクターが非常に多く、比較試験用巣箱といっても条件を均一にすることは不可能であ

る。しかし分母が極めて多くなれば、必ずしも条件を均一にしなくとも信頼出来る考察が出来るのであるが現段
階では確実とは云えない。しかしジジュワカラ用の巣箱製作、架設については大体次のようなことがいえるので
はないか。
①巣箱架設は営巣期直前では利用率が悪いのでもっと前にすべきである。
@ 巣箱の向きに関しては環境地形との関係において悪い方向というものがあるかもしれないが、特に悪い固有

的な方向はない。
①巣穴の形は円でなくとも正方形でも直方形でもよい。また穴などあけなくても前板の上をとったものでもよ

し、。

④巣穴の大きさも2.5cm位から 6 c m位までならどんな大きさでもよい。
①巣箱の地面からの高さも、いたずらや他動物による被害さへなければ高くても低くてもよい。但しいずれに

しでも巣箱の前はひらけていることが望ましい。
③巣箱の底から穴までの距りは 6 c m位から2 5 c m迄のものなら利用する。但しこれ以下や以上のものではわか

らない。
⑦ 色と利用率との関係については現在までの所は環境の色に似た色、またV ジュヴカラジジュカラの体色を構

成する色に近い色が利用率がよいようであるが、これはもっと多くのデーターがないとはっきりわからない。

(30ページより続く〕
ミヤマグマワラビ、キクカラクサ、モミジパカラスウ

リ、オタカラゴウ、キオγ。
谷を登りきると、 4 のゴースに合流する。

4  おくがけゴース( 宍粟、神崎郡へ〕
賀野神社東の林の中の道を進むと、スギ林がつづく。
山腹をぬってゆくが、まもなく尾根道となる。この尾根
は夢前川の水源をかこむ尾根の一部分で大きな木を伐っ
ているので割合眺望はよい。途中で 3 の道に出合いさら
に神崎郡、宍粟郡へと夫々出る道となるが、草におおわ
れてなれぬものにはわかりにくいから注意すべきコース
である。
ツリνユスラシ、ギシリヨウソウ、キクパヤマボク

チ、ヤブレガナ、ヅノレリシドウ、ネパリタデ、ヒカゲノ
カヅラ、ノ、ヲギリ、ゴノ、クウ y ボク、メグスリノキ、ミ
ヅナラ、クマヤナギ、
5. その他雪彦一→陀ケ伴( 宍粟郡安 S d町関) コース
もあるが、 4 以上にわかりにくいゴースで案内者なしで
は危険である。鹿ケ坪は臥穴が多いので知られた処であ
る。
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l 参考地図 1 地理調査所発行五万分之一「山崎」

- 16 ー


